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３月の市議会定例会で、安藤正明市長は令和３年度の施政方針を表明しまし
た。こちらの特集では、本年度の弥富市が取り組む施策などをお伝えします。
※掲載している施政方針は、要約してあります。

令和３年度　基本方針
令和３年度の市政運営に当たっては、

引き続き３つの重要な視点を持って取り組みます。

１ 健やかに暮らせる、安全・安心なまちづくり
２ 地域産業が元気で、生き生きと働けるまちづくり
３ 人が行き交い、魅力と賑わいあふれるまちづくり

３つの重要な視点に基づき、６つの基本目標ごとに掲げます。

令和３年度の重点施策

基本目標①

基本目標②

いつまでも住み続けたい安全・安心なまち

笑顔あふれる、健やかで共に支え合うまち

◯「浸水津波ハザードマップ」、「洪水ハザードマップ」、「高潮ハザードマップ」をそれぞれ作成し、市民の皆さん
へ配布することで、自主的な避難や普段からの備えに活用していただくよう計画します。

◯避難場所の確保としては、民間施設などとの「官民協定」や地域と企業などによる「民民協定」の支援、広域避
難場所の確保に向けた取り組みも関係機関との連携を推進し、市民の皆さんの安全・安心の確保に努めます。

防災・減災対策

◯地域の安全を図るため、自治会への防犯カメラ設置補助を継続して
実施し、警察や地域の防犯パトロール活動と連携しながら、犯罪防
止に取り組みます。

◯小・中・高校生や高齢者の交通安全対策事業としては、令和３年４
月より、自転車乗車中の交通事故による頭部損傷の軽減に資するた
めに、ヘルメットの購入に対する補助制度を新たに実施します。

防犯・交通安全対策

◯現在使用しております火葬場の解体および周辺整備について、新火
葬場竣工後には、周辺環境の調和・保全に努め、令和４年１月末完
了の予定で進めていきます。（新火葬場供用開始 令和３年８月１日）

環境衛生

◯「第２期弥富市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、保育所、地域子育て支援拠点事業、ファミリー・
サポート・センター事業、児童クラブ事業など安心して子どもを育てられるよう、引き続き子育て支援の
充実に努めます。

◯令和３年度からは、ファミリー・サポート・センター事業の中で、家事・育児の支援ができる家族がいな
い妊娠８か月以降の妊婦または出産後、生後２か月までのお子様をお持ちの方の家事・育児の援助を行う
「産前・産後サポート事業」を開始します。

子育て支援

◯要介護者などの外出支援については、「高齢者等福祉タクシー利用助成事業」におきましてタクシーチケット
の複数枚数の利用を可能とします。

◯弥富市ささえあいセンターの利用会員を対象とした「買い物支援サービス」において、買い物中の付き添い
にとどまらず、自宅から買い物先への買い物支援カー「きんちゃんＧＯ！・ぶんちゃんＧＯ！」での送迎な
ど、一人では買い物が困難な方を支援します。

高齢者支援

◯インフルエンザ予防接種については、新型コロナウイルス感染症との同時流行を防ぐため、新たに 15 歳以
下の子どもおよび妊婦に対して、インフルエンザ予防接種の助成を行います。

◯新型コロナウイルスワクチン接種については、コールセンターを設置し、ワクチン接種の予約や、市民の
皆さんのお問い合わせにも的確に対応します。

健康づくり

◯保険税収納率の向上と非接触による納付環境の改善と利便性を考慮
し、今まで行っていたコンビニ納付に加えアプリ納税を導入します。

◯医療費の適正化を図るためのレセプト点検の実施、また、ジェネリ
ック医薬品の普及促進や特定健康診査や特定保健指導の受診率の向
上に努めます。

国民健康保険事業

◯令和３年度から令和５年度までの３年間を計画期間とする「第６期
障がい福祉計画及び第２期障がい児福祉計画」を新たに策定しまし
た。これらの計画に基づき、誰もが安心して地域で暮らせるまちづ
くりの実現のため、関係機関や関係団体と連携を図りながら、引き
続き障がい福祉サービスの充実に取り組みます。

障がい者支援

新火葬場イメージ図

ワクチン接種訓練

　長期化するコロナ禍において、医療の最前線では昼夜問わずご尽力いただ
いております海南病院を始め医療機関の皆さんには、心から敬意を表し、感
謝を申し上げます。
　市民の皆さんにおかれましても、何かと制約の多い生活の中で、ご苦労を
おかけしますが、この非常事態を乗り越えるため、引き続きご理解、ご協力
をお願いいたします。
　さて、私が、市長に就任して、早くも３回目の春を迎えております。
これまで、持続可能な行財政運営の実現および市民の皆さんが安心して暮ら
せる弥富市を目指して、市政運営に取り組んでまいりました。
　市制施行 15 周年の節目となる令和３年度を迎えるに当たり、これまでの
取り組みの成果を礎に、初心を忘れることなく、諸施策を推進し、これから
10 年、20 年先のまちづくりに想いをはせ、さらなる安全・安心なまちづ
くりに全力を尽くし、未来へ着実に歩みを進めていく所存であります。
　今だ収束が見えないコロナ禍におきまして、引き続き感染防止対策に配慮
しながら、市民サービスが停滞しないよう、市政運営に努めてまいります。
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